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－     －２

　
会
員
の
皆
様
並
び

に
当
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
ご
協
力

を
頂
い
て
お
り
ま
す

関
係
者
の
皆
様
方
に

は
、
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
推
進
に
関
し
ま

し
て
、
格
別
な
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
の
定
時
総
会
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
と
同
様
に
異
例
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
い
、
人
と
人
と
の
接
触
機
会
削
減

の
た
め
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
が
求
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
会
員
皆
様
に

は
で
き
る
だ
け
「
書
面
に
よ
る
議
決
権
の

行
使
」
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

　
こ
の
よ
う
な
中
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た

就
業
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
の
充
実
、
健
康
の
保
持
促
進
、

ひ
い
て
は
地
域
社
会
の
活
性
化
、
医
療
費

や
介
護
費
用
の
削
減
な
ど
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　
地
方
自
治
体
を
中
心
と
し
た
就
労
促
進

の
取
組
や
事
務
所
の
強
化
な
ど
、
働
き
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、「
自
主
・
自
立
・
共
働
・

共
助
」
と
い
っ
た
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

会
員
同
士
が
互
い
に
助
け
合
い
、
仲
良
く

働
き
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
地
域

社
会
に
寄
与
し
て
い
く
セ
ン
タ
ー
と
な
る

こ
と
で
あ
り
、
理
事
長
と
し
て
皆
様
と
共

に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様
の

ご
支
援
・
ご
協
力
、並
び
に
行
政
の
一
層
の

力
強
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

は
依
然
と
し
て
継
続
と
し
て
お
り
、
就
業

機
会
の
減
少
や
中
断
も
考
え
ら
れ
、
今
後

の
シ
ル
バ
ー
事
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

必
要
な
感
染
症
予
防
対
策
を
講
じ
つ
つ
、

十
分
な
就
業
機
会
の
確
保
や
創
出
を
行
う

た
め
の
取
組
を
実
施
し
、
業
務
継
続
体
制

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
楽
し
み
、
コ
ロ

ナ
が
な
く
な
り
景
気
の
回
復
を
願
う
期
待

と
不
安
が
入
り
混
じ
る
複
雑
な
心
境
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
令
和
二
年
度
は
廃
棄

物
対
策
関
係
業
務
の
派
遣
へ
の
移
行
や
補

助
金
等
に
つ
き
ま
し
て
、
市
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事

業
運
営
の
向
上
に
大
き
な
成
果
と
な
り
ま

し
た
。

　
令
和
二
年
度
は
契
約
金
額
二
億
七
千
六

百
五
十
二
万
円
（
労
働
者
派
遣
事
業
を
含

む
）
で
、
昨
年
比
八
八
・
五
％
会
員
数
五

三
一
人
昨
年
比
横
這
い
の
状
況
で
あ
り
ま

し
た
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

橋

本

五

十

夫

「
日
々
初
心

小
さ
な
気
配
り 

事
故
防
ぐ
」



過去３年間における事業実績の推移

受注件数と契約金額における公共・民間・家庭及び個人の比率（令和２年度）

実　績

 平成30年度 令和元年度 令和２年度

 <公共> <民間> <家庭及び個人>

 198件（12.7％） 312件（19.9％） 1,054件（67.4％）

 103,402千円（49.1％） 77,837千円（36.9％） 29,487千円（14.0％）

 22件（68.8％） 10件（31.2％） 0件（0.0％）

 52,145千円（84.4％） 9,654千円（15.6％） 0千円（0.0％）

※事務費の率・・・配分金に対して　  公共  5 ％　  民間  10 ％　  個人  10 ％

独自事業 ・蛭ヶ島茶屋経営［蛭ヶ島公園内］＝伊豆の国市四日町

項　　目

会　員　数

受 注 件 数

就業実人員

就業延人員

契 約 金 額

配　分　金

材　料　費

事　務　費

会　員　数

受 注 件 数

就業実人員

就業延人員

契 約 金 額

会 員 賃 金

手 数 料 等

受 注 件 数（比率）

契 約 金 額（比率）

主な事業内容 

受 注 件 数（比率）

契 約 金 額（比率）

主な事業内容 

(単位)

(人)

(件)

(人)

(人日)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(人)

(件)

(人)

(人日)

(千円)

(千円)

(千円)

（0.98）

（0.96）

（1.01）

（1.05）

（1.04）

（1.04）

（1.03）

（1.04）

（0.95）

（0.92）

（0.95）

（1.21）

（1.10）

（1.10）

（1.10）

526

1,811

470

53,125

290,807

255,516

14,821

20,470

20

12

20

2,041

13,659

10,928

2,730

（1.04）

（1.02）

（1.04）

（0.96）

（0.98）

（0.97）

（1.16）

（0.98）

（2.75）

（2.08）

（2.50）

（1.82）

（1.59）

（1.58）

（1.63）

545

1,851

487

51,100

286,185

249,057

17,148

19,980

55

25

50

3,709

21,664

17,223

4,441

（0.97）

（0.84）

（0.81）

（0.77）

（0.74）

（0.73）

（0.86）

（0.69）

（1.93）

（1.28）

（2.18）

（2.36）

（2.85）

（2.85）

（2.86）

531

1,564

396

39,508

210,727

182,134

14,823

13,769

106

32

109

8,770

61,799

49,110

12,689

・公園・施設管理
・広報配布
・ご用聞きサービス
・河川堤防草刈り

・旅館等の庭木の剪定
・マンション、旅館等の清掃
・草取り、除草
・医療施設の清掃、
　片付け

・庭木の剪定
・農家の補助作業
・草取り、除草
・障子、襖の張替え
・墓地の清掃

・ゴミ収集・分別
・公用車等運転業務
・ガイダンス施設の
　受付
・史跡保安員業務

・施設通園送迎業務
・病棟の雑務、清掃業務
・商品配送業務
・屋外清掃業務
・部品製造業務

－     －３

請
負
・
委
任
事
業

派
　
遣
　
事
　
業

請
負
・
委
任

派
　
　
遣

(対前年比) 実　績 (対前年比) 実　績 (対前年比)



－     －４

【
本
部
関
係
】

・
定
時
総
会
（
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
）

　
　
決
算
・
理
事
、
監
査
の
承
認

　
　
R
３
／
６
／
22（
火
）

・
理
事
会

　
　
理
事
会
議
決
事
項
の
承
認
、
シ
ル
バ
ー
の

　
　
運
営
等
に
係
る
協
議
　
　
年
6
回

・
全
体
会
議
（
あ
や
め
会
館
２
階
）

　
　
上
半
期
の
状
況
説
明
、
質
疑
応
答

　
　
R
３
／
10
／
23（
土
）
午
前
9
時
半
〜

・
入
会
説
明
会

　
　
未
加
入
者
を
対
象
と
し
た
入
会
説
明

　
　
毎
月
・
随
時

・
交
通
安
全
運
動
街
頭
広
報
へ
の
参
加
協
力

　
　
交
通
安
全
啓
発
　
　
年
4
回

・
し
ず
お
か
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
合
同

　
説
明
会

　
　
労
働
局
と
の
連
携
に
よ
る
就
職
相
談
会
の

　
　
開
催
　
　
年
１
回

・
新
年
会
（
ニ
ュ
ー
八
景
園
）

　
　
会
員
新
年
会
の
開
催
　 

R
４
／
1
／
14（
金
）

【
安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
関
係
】

・
安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
の
開
催

　
　
安
全
就
業
対
策
の
策
定
、
就
業
事
故
分
析
、

令
和
３
年
度

個
別
事
業
計
画

令
和
３
年
度

個
別
事
業
計
画

・
事
業
名

・
事
業
内
容

・
日
程

　
　
再
発
防
止
策
の
樹
立

　
　
適
正
な
就
業
単
価
の
検
討
、
最
低
賃
金
及

　
　
び
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
推
進
、
消
費

　
　
税
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
の
導
入
理
解

　
　
年
3
回
　
　
随
時
（
事
故
発
生
時
）

・
安
全
・
適
正
就
業
推
進
田
方
地
域
研
修
会
へ
の
参
加

　
　
県
シ
連
主
催
事
業
へ
の
参
加

　
　
R
３
／
11
月

・
抜
打
ち
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　
　
就
業
の
実
態
調
査
、
改
善
策
の
検
討

　
　
R
３
／
９
〜
11
月
　
３
日
間

・
安
全
講
習
会
（
伊
豆
の
国
市
役
所
と
の
共
同

　
　
事
業
）

　
　
Ｋ（
危
険
）Ｙ（
予
測
）Ｔ（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）研

　
　
修
　
　
R
４
／
1
／
20（
木
）

・
安
全
就
業
推
進
標
語
の
普
及

　
　
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
・
会
報
で
の
推
進
標
語

　
　
活
用
　
　
随
時

・
定
期
的
な
安
全
運
転
注
意
喚
起
の
実
施

　
　
大
仁
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
定
期
的
な
交
通

　
　
安
全
講
話
の
実
施
　
　
年
４
回

・
健
康
診
断
受
診
の
奨
励

　
　
総
会
議
案
書
送
付
時
に
、
健
康
診
断
受
診

　
　
ち
ら
し
を
同
封
、
会
員
全
体
会
等
で
の
健

　
　
康
関
連
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
配
布
　
　

　
　
6
月
、
10
月

・
就
業
単
価
等
検
討
委
員
会
の
開
催

　
　
県
シ
連
調
査
を
参
考
に
当
セ
ン
タ
ー
の
就

　
　
業
単
価
等
を
協
議
、見
直
し
検
討
　
年
２
回

【
就
業
開
拓
（
開
発
）委
員
会
関
係
】

・
就
業
開
拓
（
開
発
）
委
員
会

　
　
事
業
内
容
検
討
及
び
調
整
　
　
年
2
回

・
剪
定
講
習
会
（
修
善
寺
虹
の
郷
）

　
　
即
戦
力
育
成
の
た
め
伊
豆
市
と
合
同
で
入 

　
　
門
編
講
習
を
開
催
（
国
庫
補
助
活
用
）

　
　
R
３
／
10
／
26（
火
）〜
28（
木
）　
３
日
間

・
刈
払
機
講
習
会
（
修
善
寺
総
合
会
館
）

　
　
即
戦
力
育
成
の
た
め
伊
豆
市
と
合
同
で
入 

　
　
門
編
講
習
を
開
催
（
国
庫
補
助
活
用
）

　
　
R
３
／
11
月
　
１
日
間

・
事
務
系
ス
タ
ッ
フ
補
助
技
能
講
習
（
韮
山
文

　
　
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　
伊
豆
市
と
合
同
で
技
能
講
習
を
開
催
（
国

　
　
庫
補
助
活
用
）　

　
　
R
３
／
10
／
29（
水
）、
30（
木
）　
２
日
間

・
子
育
て
支
援
講
習
会

　
　
伊
豆
市
と
合
同
で
技
能
講
習
を
開
催
（
国

　
　
庫
補
助
活
用
）
R
３
／
９
〜
11
月
　
５
日
間

・
介
護
ス
タ
ッ
フ
補
助
講
習
会

　
　
即
戦
力
育
成
の
た
め
伊
豆
市
と
合
同
で
技

　
　
能
講
習
を
開
催
（
国
庫
補
助
活
用
）

　
　
R
４
／
２
月
　
２
日
間

・
木
造
住
宅
簡
易
鑑
定
講
習
会

　
　
調
査
員
と
な
る
た
め
の
専
門
講
習
を
伊
豆

　
　
市
と
合
同
で
開
催
（
国
庫
補
助
活
用
）

　
　
R
３
／
9
／
15（
水
）

・
清
掃
ス
タ
ッ
フ
講
習
会

　
　
即
戦
力
育
成
の
た
め
伊
豆
市
と
合
同
で
入

　
　
門
編
講
習
を
開
催
（
国
庫
補
助
活
用
）

　
　
R
３
／
８
／
23（
月
）、
24（
火
）　
２
日
間

・
就
業
開
拓
訪
問

　
　
市
内
事
業
所
及
び
市
役
所
、旅
館
、社
会
福

　
　
祉
施
設
等
を
訪
問
　
R
３
／
８
月
〜
10
月

・「
一
人
一
会
員
入
会
運
動
」
の
推
進

　
　
会
員
を
通
じ
た
入
会
の
推
進
、
会
報
等
へ

　
　
の
掲
載
　
　
随
時

【
普
及
啓
発
推
進
委
員
会
関
係
】

・
普
及
啓
発
推
進
委
員
会

　
　
事
業
内
容
検
討
及
び
調
整
　
　
年
3
回

・
全
体
奉
仕
作
業
（
市
内
１
ケ
所
）

　
　
各
地
区
単
位
で
の
清
掃
活
動
の
実
施（
同
日
）

　
　
R
３
／
10
／
２（
土
）、
予
備
10
／
９（
土
）

・
会
報
の
発
行

　
　
８
月
号（
№
48
）・
新
年
号（
№
49
）
発
行

　
　
年
2
回
（
8
月
・
1
月
）

・
県
下
一
斉
シ
ル
バ
ー
普
及
啓
発
Ｄ
Ａ
Ｙ
へ
の

　
参
加

　
　
集
客
力
の
あ
る
市
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
、

　
　
普
及
啓
発
事
業
を
実
施

　
　
R
３
／
10
／
16（
土
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
整
備
・
運
用

　
　
毎
月
情
報
の
更
新
を
行
い
、
魅
力
あ
る
ホ

　
　
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
向
け
た
整
備
　
　
随
時

・
市
広
報
、
新
聞
等
の
活
用

　
　
普
及
啓
発
に
関
す
る
記
事
の
掲
載

　
　
年
２
回

十
年
を
迎
え
て

副
理
事
長

植 

松 

隆 

治

常
務
理
事

水 

野  

　
清

理
事
長

橋
本
五
十
夫

理
事

花 

村 

惠 

子

理
事

関 

森 

伸 

哉

理
事

佐 

藤 

善 

作

理
事

古 

屋 

裕 

子

理
事

堀 

江 

正 
紀

理
事

杉 

山 

末 

吉

理
事

今 

野 

益 

男

監
事

内 

田 

秀 

文

監
事

土 

屋 

建 

次

紹
介

令和５年６月総会

新役員

令
和
３
年
６
月
総
会
〜

理
事

　 

藤 

和 
代



【
本
部
関
係
】

・
定
時
総
会
（
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
）

　
　
決
算
・
理
事
、
監
査
の
承
認

　
　
R
３
／
６
／
22（
火
）

・
理
事
会

　
　
理
事
会
議
決
事
項
の
承
認
、
シ
ル
バ
ー
の

　
　
運
営
等
に
係
る
協
議
　
　
年
6
回

・
全
体
会
議
（
あ
や
め
会
館
２
階
）

　
　
上
半
期
の
状
況
説
明
、
質
疑
応
答

　
　
R
３
／
10
／
23（
土
）
午
前
9
時
半
〜

・
入
会
説
明
会

　
　
未
加
入
者
を
対
象
と
し
た
入
会
説
明

　
　
毎
月
・
随
時

・
交
通
安
全
運
動
街
頭
広
報
へ
の
参
加
協
力

　
　
交
通
安
全
啓
発
　
　
年
4
回

・
し
ず
お
か
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
合
同

　
説
明
会

　
　
労
働
局
と
の
連
携
に
よ
る
就
職
相
談
会
の

　
　
開
催
　
　
年
１
回

・
新
年
会
（
ニ
ュ
ー
八
景
園
）

　
　
会
員
新
年
会
の
開
催
　 

R
４
／
1
／
14（
金
）

【
安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
関
係
】

・
安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
の
開
催

　
　
安
全
就
業
対
策
の
策
定
、
就
業
事
故
分
析
、

－     －５

　
　
再
発
防
止
策
の
樹
立

　
　
適
正
な
就
業
単
価
の
検
討
、
最
低
賃
金
及

　
　
び
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
推
進
、
消
費

　
　
税
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
の
導
入
理
解

　
　
年
3
回
　
　
随
時
（
事
故
発
生
時
）

・
安
全
・
適
正
就
業
推
進
田
方
地
域
研
修
会
へ
の
参
加

　
　
県
シ
連
主
催
事
業
へ
の
参
加

　
　
R
３
／
11
月

・
抜
打
ち
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　
　
就
業
の
実
態
調
査
、
改
善
策
の
検
討

　
　
R
３
／
９
〜
11
月
　
３
日
間

・
安
全
講
習
会
（
伊
豆
の
国
市
役
所
と
の
共
同

　
　
事
業
）

　
　
Ｋ（
危
険
）Ｙ（
予
測
）Ｔ（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）研

　
　
修
　
　
R
４
／
1
／
20（
木
）

・
安
全
就
業
推
進
標
語
の
普
及

　
　
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
・
会
報
で
の
推
進
標
語

　
　
活
用
　
　
随
時

・
定
期
的
な
安
全
運
転
注
意
喚
起
の
実
施

　
　
大
仁
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
定
期
的
な
交
通

　
　
安
全
講
話
の
実
施
　
　
年
４
回

・
健
康
診
断
受
診
の
奨
励

　
　
総
会
議
案
書
送
付
時
に
、
健
康
診
断
受
診

　
　
ち
ら
し
を
同
封
、
会
員
全
体
会
等
で
の
健

　
　
康
関
連
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
配
布
　
　

　
　
6
月
、
10
月

・
就
業
単
価
等
検
討
委
員
会
の
開
催

　
　
県
シ
連
調
査
を
参
考
に
当
セ
ン
タ
ー
の
就

　
　
業
単
価
等
を
協
議
、見
直
し
検
討
　
年
２
回

【
就
業
開
拓
（
開
発
）委
員
会
関
係
】

・
就
業
開
拓
（
開
発
）
委
員
会

　
　
事
業
内
容
検
討
及
び
調
整
　
　
年
2
回

・
剪
定
講
習
会
（
修
善
寺
虹
の
郷
）

　
　
即
戦
力
育
成
の
た
め
伊
豆
市
と
合
同
で
入 

　
　
門
編
講
習
を
開
催
（
国
庫
補
助
活
用
）

　
　
R
３
／
10
／
26（
火
）〜
28（
木
）　
３
日
間

・
刈
払
機
講
習
会
（
修
善
寺
総
合
会
館
）

　
　
即
戦
力
育
成
の
た
め
伊
豆
市
と
合
同
で
入 

　
　
門
編
講
習
を
開
催
（
国
庫
補
助
活
用
）

　
　
R
３
／
11
月
　
１
日
間

・
事
務
系
ス
タ
ッ
フ
補
助
技
能
講
習
（
韮
山
文

　
　
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　
伊
豆
市
と
合
同
で
技
能
講
習
を
開
催
（
国

　
　
庫
補
助
活
用
）　

　
　
R
３
／
10
／
29（
水
）、
30（
木
）　
２
日
間

・
子
育
て
支
援
講
習
会

　
　
伊
豆
市
と
合
同
で
技
能
講
習
を
開
催
（
国

　
　
庫
補
助
活
用
）
R
３
／
９
〜
11
月
　
５
日
間

・
介
護
ス
タ
ッ
フ
補
助
講
習
会

　
　
即
戦
力
育
成
の
た
め
伊
豆
市
と
合
同
で
技

　
　
能
講
習
を
開
催
（
国
庫
補
助
活
用
）

　
　
R
４
／
２
月
　
２
日
間

・
木
造
住
宅
簡
易
鑑
定
講
習
会

　
　
調
査
員
と
な
る
た
め
の
専
門
講
習
を
伊
豆

　
　
市
と
合
同
で
開
催
（
国
庫
補
助
活
用
）

　
　
R
３
／
9
／
15（
水
）

・
清
掃
ス
タ
ッ
フ
講
習
会

　
　
即
戦
力
育
成
の
た
め
伊
豆
市
と
合
同
で
入

　
　
門
編
講
習
を
開
催
（
国
庫
補
助
活
用
）

　
　
R
３
／
８
／
23（
月
）、
24（
火
）　
２
日
間

・
就
業
開
拓
訪
問

　
　
市
内
事
業
所
及
び
市
役
所
、旅
館
、社
会
福

　
　
祉
施
設
等
を
訪
問
　
R
３
／
８
月
〜
10
月

・「
一
人
一
会
員
入
会
運
動
」
の
推
進

　
　
会
員
を
通
じ
た
入
会
の
推
進
、
会
報
等
へ

　
　
の
掲
載
　
　
随
時

【
普
及
啓
発
推
進
委
員
会
関
係
】

・
普
及
啓
発
推
進
委
員
会

　
　
事
業
内
容
検
討
及
び
調
整
　
　
年
3
回

・
全
体
奉
仕
作
業
（
市
内
１
ケ
所
）

　
　
各
地
区
単
位
で
の
清
掃
活
動
の
実
施（
同
日
）

　
　
R
３
／
10
／
２（
土
）、
予
備
10
／
９（
土
）

・
会
報
の
発
行

　
　
８
月
号（
№
48
）・
新
年
号（
№
49
）
発
行

　
　
年
2
回
（
8
月
・
1
月
）

・
県
下
一
斉
シ
ル
バ
ー
普
及
啓
発
Ｄ
Ａ
Ｙ
へ
の

　
参
加

　
　
集
客
力
の
あ
る
市
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
、

　
　
普
及
啓
発
事
業
を
実
施

　
　
R
３
／
10
／
16（
土
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
整
備
・
運
用

　
　
毎
月
情
報
の
更
新
を
行
い
、
魅
力
あ
る
ホ

　
　
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
向
け
た
整
備
　
　
随
時

・
市
広
報
、
新
聞
等
の
活
用

　
　
普
及
啓
発
に
関
す
る
記
事
の
掲
載

　
　
年
２
回



「
そ
の
作
業  

動
く
前
に

　
　
　
　
　
　
危
険
予
知
」

「
確
認
よ
し 

準
備
よ
し
　

今
日
も
笑
顔
で
安
全
就
業
」

「
怠
る
な

取
り
組
む
前
の
安
全
確
認
」

地
　
　
域
　
　
班

地
域
班
・
職
群
班
の
紹
介

地
域
班
・
職
群
班
の
紹
介

　
　
　  

担
当
地
域

韮
山
山
木
・
韮
山
金
谷

韮
山
多
田
・
奈
古
谷
・
長
崎

原
木
A

原
木
B

四
日
町
A

四
日
町
B

寺
家
A
・
寺
家
B

寺
家
C

南
條
A

南
條
B

南
條
C

南
條
D

南
條
E
・
中
A

南
條
F
・
真
如

中
B
・
立
花
台

内
中

土
手
和
田
・
韮
山
韮
山
Ａ

土
手
和
田
・
韮
山
韮
山
Ｂ

小
松
ケ
原
・
富
士
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
小
松
原
他

エ
メ
ラ
ル
ド
タ
ウ
ン

長
岡
西
A

長
岡
西
B

古
奈
西
A

古
奈
西
B

班
　
　
長

金
澤
　
幹
生

植
田
　
明
男

佐
野
　
勝
巳

渡
辺
ま
り
子

小
澤
　
章
二

大
石
　
　
勝

西
山
　
　
通

榎
本
　
昭
雄

直
送

松
本
　
　
豊

石
黒
　
隆
文

山
田
　
　
均

土
屋
　
建
次

鷹
木
　
延
夫

野
澤
　
克
芳

山
田
　
周
二

内
田
　
三
夫

岡
田
伸
二
郎

河
原
塚
　
昌

山
口
　
敏
夫

直
送

直
送

直
送

直
送

古
奈
東

長
瀬
・
小
坂

小
坂
区

江
間
西

江
間
東

大
仁

吉
田
・
神
島
・
中
島

三
福

三
福
Ａ

田
京

御
門
・
白
山
堂

守
木

宗
光
寺
・
立
花
・
星
和

田
中
山

下
畑
・
田
原
野
・
長
者
原

浮
橋

　
　
　 

班    

　
　
名

韮
山
運
動
公
園
管
理

親
水
公
園
管
理

さ
く
ら
公
園
管
理

蛭
ケ
島
茶
屋

リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
管
理

リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
ト
イ
レ
・
樹
木
管
理

や
す
ら
ぎ
の
家
管
理

長
岡
南
浴
場

イ
ベ
ン
ト
駐
車
場
管
理

発
掘
調
査

清
掃
セ
ン
タ
ー

職
群
班
（
施
設
管
理
等
）

職
群
班
（
草
刈・選
定
等
）

直
送

殿
岡
　
研
三

直
送

直
送

室
伏
　
　
傳

関
川
加
代
子

渡
辺
　
　
保

遠
藤
　
　
勇

杉
山
　
　
浩

飯
田
　
治
郎

直
送

直
送

直
送

直
送

星
合
　
君
孝

菊
地
　
好
一

リ
ー
ダ
ー

山
田
　
周
二

内
田
　
　
武

岡
田
伸
二
郎

池
田
　
　
隆

中
川
　
　
哲

橋
本
五
十
夫

佐
々
木
公
司

藤
森
　
孝
俊

萩
原
　
敏
夫

高
橋
　
孝
雄

土
佐
谷
通
雄

黒
津
　
善
三

ま
ご
こ
ろ
市
場

ア
ピ
タ
（
カ
ー
ト
片
付
け
業
務
）

大
仁
給
食
セ
ン
タ
ー

水
道
水
質
検
査
業
務

さ
つ
き
ケ
丘
公
園
管
理

老
人
憩
い
の
家
水
晶
苑

　
　
　 

班    

　
　
名

草
刈

植
木
・
造
園

草
取

剪
定

草
刈

剪
定
・
草
刈

草
刈

佐
藤
　
勝
子

土
屋
　
貞
雄

高
井
　
健
治

稲
葉
　
義
仁

五
島
　
千
秋

小
澤
　
貞
彦

リ
ー
ダ
ー

内
田
　
　
武

土
屋
　
建
次

植
松
　
隆
治

神
田
　
一
彦

仁
科
　
洋
子

土
屋
　
　
進

二
村
　
高
照

殿
岡
　
研
三

渡
辺
　
　
保

菊
地
　
好
一

地
区

地
区韮山 長岡長岡 大仁

韮山長岡 大仁大仁

韮山長岡

（
令
和
３
年
６
月
１
日
現
在
）

（
令
和
３
年
６
月
１
日
現
在
）

地
区

－     －６



－     －７

【
大
仁
地
区
】　
　
九
名

　
　
杉
山
　
慎
一
　
　
齊
藤
　
文
男

　
　
古
屋
　
頼
雄
　
　
吉
田
　
次
男

　
　
黒
津
　
善
三
　
　
佐
藤
　
勝
子

　
　
山
下
　
政
治
　
　
藤
原
　
律
夫

　
　
堀
江
　
正
紀

　
　
　
　
　
　
計
　
十
九
名
（
敬
称
略
）

く
続
け
さ
せ
て
戴
く
所
存
で
す
。
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
一
層
の
発
展
を
望
ん

で
い
ま
す
。

　
七
十
代
、
高
齢
者
の
私
で
も
仕
事
が
で

き
、
社
会
の
中
で
お
役
に
立
て
る
と
い
う

こ
と
は
大
変
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

定
年
退
職
後
、
家
で
の
ん
び
り
過
ご
し
て

い
ま
し
た
が
健
康
維
持
の
た
め
に
も
何
か

し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
知

人
の
紹
介
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
会

員
と
し
て
無
事
に
十
年
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
思
い
返
し
て
み
る
と
、
ホ

テ
ル
、
自
動
車
会
社
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
等
、

作
業
や
手
順
も
異
な
る
場
所
で
安
全
第
一

に
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

健
康
と
安
全
に
気
を
付
け
て
、
体
力
気
力

の
続
く
限
り
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　【
韮
山
地
区
】　
　
六
名

　
　
　
内
田
た
づ
子
　
　
植
松
　
隆
治

　
　
　
木
下
　
秀
夫
　
　
岩
瀬
　
　
力

　
　
　
志
岐
　
繁
敏
　
　
山
下
　
　
栄

　【
長
岡
地
区
】　
　
四
名

　
　
　
小
林
　
哲
夫
　
　
真
野
　
一
代
　

　
　
　
二
村
　
明
子
　
　
木
内
　
光
昭

　
広
報
の
配
布
や
ミ
カ
ン
山
の
作
業
等
を

続
け
て
早
い
も
の
で
十
年
が
過
ぎ
た
様
で

す
。
地
元
に
知
り
合
い
が
少
な
か
っ
た
私

も
活
動
を
通
し
て
素
晴
ら
し
い
先
輩
方
と

知
り
合
い
、
近
所
を
知
る
機
会
が
広
が
り

ま
し
た
。
近
年
は
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
社
会

の
雰
囲
気
が
変
化
し
、
無
く
な
る
仕
事
も

出
て
来
ま
し
た
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
地
域
や
高
齢
者
の
お
役
に
立
ち
な

が
ら
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
の
視
点
を
持
っ

て
、
夢
や
希
望
の
持
て
る
有
意
義
な
活
動

が
続
け
ら
れ
る

と
良
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
個
人
的
に
は

適
度
な
緊
張
を

持
っ
て
健
康
維

持
の
為
に
今
暫

永
年
在
籍
者
表
彰

永
年
在
籍
者
表
彰

会
員
と
し
て
十
年
在
籍
し
、
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
寄
与
し
た
方

令
和
三
年
度

令
和
三
年
度

〈
入
会
日
〉
平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日

十
年
を
迎
え
て

　
長
岡
地
区

　
　
小
林
　
哲
夫

お
世
話
に
な
っ
て

　
　
　
　
い
ま
す

　
韮
山
地
区

　
　
岩
瀬
　
　
力



新
職
員
紹
介

　
　
　
瀬
川
　
裕
之

　
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
挨
拶
が
遅
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
一

昨
年
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

い
ま
だ
若
輩
者
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、

何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
　
　
吉
田
　
　
忍

　
昨
年
の
四
月
よ
り
総

務
係
経
理
担
当
と
し
て

お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
未
だ
に
ご
迷
惑
を
掛
け
て
お
り
ま

す
が
、
早
く
一
人
前
に
な
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
　
　
近
田
　
好
司

　
昨
年
十
月
よ
り
大
仁

地
区
担
当
業
務
係
と
し

て
、
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
未
熟
な
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
か
ら
温
か
い
お
言
葉
を
い
た

－     －８

　
　

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
を
し

早
十
年
が
経
ち
、
ア
ピ
タ
カ
ー
ト
の
回
収

整
理
一
筋
に
仕
事
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

歩
く
事
が
勝
負
で
あ
る
一
日
の
歩
数
は
二

万
歩
を
超
え
ま
す
。
最
初
は
簡
単
に
思
っ

た
も
の
の
、
広
い
敷
地
の
方
々
か
ら
の
カ

ー
ト
の
回
収
は
、
絶
妙
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
必
要
で
し
た
。
そ
ん
な
仲
間
達
に
支
え

ら
れ
励
ま
さ
れ
、
頑
張
っ
て
こ
れ
た
十
年

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
孫
の

虫
捕
り
に
率
先
し
て
同
行
し
た
り
充
実
し

た
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
お
か
げ
だ
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
チ
ー

ム
一
団
で
、
迅
速

に
一
筋
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

編
　
集
　
後
　
記

だ
く
事
も
多
く
、

日
々
の
業
務
に

あ
た
り
心
の
支

え
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
シ
ル
バ
ー
の

活
動
も
色
々
制
限
が
あ
る
中
、
八
月
号

の
発
行
に
対
し
、

会
員
の
皆
様
の
御

協
力
を
頂
き
あ
り

が
と
う
御
座
い
ま

し
た
。

　
今
後
も
、
皆
様

の
興
味
あ
る
会
報

作
り
を
目
指
し
て
、

頑
張
っ
て
行
き
ま

す
。
　
　（
佐
藤
）

一
筋
に

　
大
仁
地
区

　
　
山
下
　
政
治


	シルバー01
	シルバー02
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